
○ 令和７年度に自治体間の情報交換や連携体制の推進を目的として、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築及び入院者訪問支
援事業に係る全国ブロック会議を実施予定。
※ 日時、場所等含め現在調整中であり、本情報も今後変更となる可能性があります。

ブロック会議（案）

時 期 ：令和７年７～10月のうち連続した２日間（原則）
対象者 ：精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築・入院者訪問支援事業担当者

（※ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援事業 広域アドバイザー含む）

開催方法：対面
場 所 ：各ブロックごと（自治体のブロック分けについては日本地図の色分けのとおり。）

令和７年度精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援事業・
入院者訪問支援事業に係るブロック会議について

※各ブロックごとの開催時期と開催場所
北海道ブロック ：10月24日＠北海道 ※にも包括のみ。入院者訪問支援事業は他ブロックと合同。

東北ブロック ：７月30・31日＠宮城県
北関東・北陸・信越ブロック：７月８・９日＠埼玉県
南関東・東京ブロック ：７月24・25日＠東京都
東海ブロック ：８月４・５日＠愛知県
近畿ブロック ：調整中（10月20・21日or29・30日）＠大阪府
中国・四国ブロック ：７月２・３日＠岡山県
九州・沖縄ブロック ：８月28・29日＠福岡県
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令和６年度入院者訪問支援事業実施結果調査票（案）

令和６年度 入院者訪問支援事業

実施結果（調査票）

自治体名：

１ 事業内容一覧（各事業の詳細は２以降に記載して下さい。）

各事業内容 実施の有無

（１）訪問支援員の養成研修

（２）訪問支援員の選任・派遣

①訪問支援員の選任

②訪問支援員の派遣

（３）事業の周知

（４）会議の開催

①推進会議の開催

②実務者会議の開催

２ 実施内容について

※足りない場合は適宜行を増減してください。

（１）訪問支援員の養成研修

● 研修の開催回数・受講人数をご記入ください。

開催回数

回

① 研修参加者数

② 研修参加者

③ 研修内容

※ ②参加者は、医療職、福祉職、行政職、当事者、司法関係等を記載してください

※ ③研修内容は、具体的に行った研修内容について記載してください。（プログラムを添付す
ることでもかまいません。）
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（２）訪問支援員の選任・派遣

● 今年度新たに選任した訪問支援員の人数と延べ人数をご記入ください。

①－１ 訪問支援員選任数
（今年度新規人数）

①－２ 訪問支援員
（延べ人数）

※うち訪問支援へ行った人数

● 今年度の支援人数と訪問回数をご記入ください。

②－１ 支援人数
入院
形態

医療保護 人 うち市町村長同意

人

その他

人

②－２ 訪問回数
（今年度の訪問回数）

※ 訪問支援員の参加者は、医療職、福祉職、行政職、当事者、司法関係等を記載してください

※ ②－２訪問回数は、各訪問支援員ごとの延べ回数の総数ではなく、２人１組で行った訪問を１単位
としてください。

（３）事業の周知

● 事業実施状況について以下の枠内にご記入ください。

（市町村等との連携があれば連携先もご記入ください。）

① 実施内容

② 連携先

※ ①実施内容例：実施主体、周知先、周知方法などを具体的に記載してください。

※ ②関係機関との連携例：市長町村など具体的な連携先を記載してください

（４）会議の開催

● 各会議の名称と開催回数をご記入ください。

①推進会議

会議名 設置方法 開催回数

回

①－１ 会議の参加者

①－２ 協議内容

②実務者会議

会議名 開催回数

回

②－１ 会議の参加者

②－２ 協議内容

※①－１、②－１参加者は、医療職、福祉職、行政職、当事者、司法関係等を記載してください

※ ①ー２、②－２協議内容は、具体的に検討した内容について記載してください

ご協力ありがとうございました。
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